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令和５年度 第１学年保護者様向け資料 

 

１学年保護者の皆様へ 

 平素より本校の教育活動にご理解と、多大なるご協力をいただいておりますことを感謝申し上げます。９

月終了時点でご子息が本校に入学してから丁度半年が過ぎ、現在は一年生の後半戦が始まって一カ月が過ぎ

るところまで来ております。 

 これまでの彼らの出席状況、部活動や生徒会活動への参加状況を見ますと、彼らが精力的に、能動的に太

高生活を送ってくれている事がよく分かります。さらに、学校行事や探究活動、日々の授業などにおいて

も、意欲的に取り組んでいる姿が印象に残っています。この先も多くの行事が控えており、勉強や部活動も

なすべきことが増えていくため、ご子息が壁にぶつかることもあるかと思いますが、仲間と力を合わせて、

１つ１つの課題をクリアしていけるよう、学年団でサポートをしていきたいと考えております。どうか温か

く見守り、毎日学校へと送り出していただければと思います。引き続き、ご理解とご協力の程、宜しくお願

いいたします。なお、月に１回のペースで学年通信を発行させていただいております。保護者の皆様も是非

ご覧いただき、ご子息の学校生活の「今」を感じていただければ幸いです。 

 予定では、１０月に保護者集会を実施させていただくこととなっておりましたが、現在本校では大規模な

工事が実施されており、駐車場の確保が困難であるため、保護者集会を実施することが叶いませんでした。

その代わりに、保護者集会でお示しする予定であった資料を配布させていただくこととさせていただきまし

た。特に、来年度のコース（文理）選択に関しましては、ご子息が今後学校生活を送っていく上で、さらに

は志望大学を決定する上で非常に重要な内容となっております。お読みいただいた上で、ご子息とよく相談

していただきますようお願いいたします。また、生徒向けに行われましたコース選択についての説明会と、

駿台から講師を招いて実施させていただいた進路講演会につきましては、動画配信を行わせていただきま

す。ご覧いただき、ご子息の進路決定の参考にしていただければ幸いです。 

１学年主任 加藤 俊介 

 

〇今後の予定 

＜２学期＞ 

11/3(金)   進研模試 

11/8(水)   大学訪問研修 

11/11(土)  筑波研修（NASA研修事前） 

11/22(水)  企業研究所訪問研修発表会 

１１/28～12/1 ２学期期末考査 

12/4～15 二者面談 

12/16(土)  土曜課外⑤ 

12/22(金)   終業式 

12/25～28  冬季課外 

 

 

 

 

 

 

 

＜３学期＞ 

1/5(金)    始業式 

1/9(火)    第３回学力テスト 

1/13(土)   進研模試 

1/15(月)   共通テストチャレンジ 

1/25(木)   JICA出前講座 

2/3(土)    駿台模試 

2/8(木)    JICA発表会 

2/20(火)   午後家庭学習（高校入試のため） 

2/21～27  家庭学習（高校入試のため） 

2/28(水)   個人探究テーマ発表会 

2/29(木)   卒業式予行 

3/1(金)    卒業式 

3/2～9  アメリカ NASA研修 

3/13(水)   太高・太女合同発表会 

3/22(金)   終業式・離退任式 
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○来年度修学旅行について 

 夏休み中には積み立てのお手続きで、大変お世話になりました。担当旅行社（近畿日本ツーリスト）から出

てきております現段階での行程表を掲載させていただきます。ご子息とご覧になってください。 
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○来年度コース選択について 

（9/28実施 LHR「文理選択説明会」にて生徒に配布した資料と同じものです。動画と併せてご覧ください。） 
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1. ２年次に選択が必要な科目 

文型...地理歴史の選択  地理探究 or 日本史探究 

理型...理科の選択      物理 or 生物 

 

2. ３年次に選択が必要な科目（参考） 

文型...地理歴史の選択  地理研究 or 日本史研究 or 世界史研究 or 政治・経済＋公民研究 

                    から２つ（地理、日本史、世界史は２年で履修した科目のみ選択可能） 

         理科の選択      物理研究 or 生物研究 

理型...地理歴史の選択  地理探究 or 政治・経済＋公民研究 

         理科の選択      物理 or 生物 （２年で履修した科目を継続履修） 

 

3. 科目選択をする上で知っておくべき受験科目の一般的な知識 

＜文型＞ 

国公立大学：共通テスト（国・数・英・理基礎 2・地公２） 

          ２次試験（英・国・数(/地歴)が一般的。東大は英・数・国・地歴(日・世・地から２科目)） 

私立大学：英・国・地歴 1（日・世から１科目選ばせる大学が多い）が一般的。地歴と数学を選択させる大学もある。） 

⇒どの学部であっても、日本史を選択した方が進路選択の幅は広くなる。 

  地理は共通テストの２科目目、東大受験の地歴選択を、世界史＋地理で考える場合に候補として考える。 

（３年次の科目選択） 

地歴・公民については、世界史＋日本史、世界史＋地理、世界史＋公民、日本史＋公民、地理＋公民の中から選択。私

立大学受験を考えると、世界史、日本史のどちらか１つが入っている選択が現実的。東大志望の場合には、２次試験

まで地歴２科目必要となるので、公民の選択は現実的ではない。 

理科については、共通テストのみで利用。自分の興味・得意を考えて選択したい。 

 

＜理型＞ 

国公立大学：共通テスト（国・数・英・理２・地公１） 

          ２次試験（数・英・理２が一般的。東大、京大は数・英・理２・国） 

私立大学：数・英・理２（物・化の２科目を選ばせる大学が多い）が一般的。 

⇒理学部（生物系以外）、工学部、医学部、薬学部を志望するのであれば、物理を選択するのが一般的。 

  特に受験科目に生物が関わってくる場合に、生物選択を考える。 

（３年次の科目選択） 

地歴・公民については、共通テストのみで利用。自分の興味・得意を考えて選択したい。 

 

4. コース選択に係る今後の日程 

１０月５日(木)     文理選択・科目選択予備調査〆切 

10月中旬～下旬  二者面談期間 

10月 26(木)  進路講演会（生徒向け） 

10月下旬       文理選択の説明と進路講演会の様子を録画映像で情報提供（予定） 

１１月中旬  本調査（文理選択＋選択科目決定） 

※ 進路について担任と面談したいご家庭は、担任へご連絡ください。 
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5. 各科目についてのアドバイス 

＜地歴・公民＞ 

地  理      一般的に「地理」は自然や環境、産業や文化などさまざまな学問につながる基本的なことを学習しま

す。２年次以降に学習する「地理探究」は現在学習している「地理総合」を発展的に系統的に学習しま

す。ただし、受験を考えると私大については、「歴史」にあるような不利な点もありますので、注意をして

下さい。共通テストや国立大学の２次試験については、問題なく受験科目として利用できます。 

 

歴史（日・世） 受験科目として「世界史」「日本史」が使えない大学はほぼない（一部本校生に関係なさそうな大学

で「日本史」しか使えないことはある）ので、この２科目選択であれば文型受験は全く問題ない。しかし、

歴史２科目受験はなかなか厳しいのは事実。「日本史」ではなく「地理」を選択する方法もあるが、３年

次「世界史」を選択せずに「地理」を選択し、「地理」を受験科目のメインにするのは非常に危険である。

「地理」を受験科目として使えない大学が特に私大に多いからだ（青山学院全学部、慶應義塾商学部

以外、上智全学部、中央全学部、早稲田教育以外）。難関私大で「地理」受験が可能なのは、明治のみ

と考えて良さそうな状況である（その明治でも受験科目として使えない学部あり）。よって「地理」はあく

までも共通テスト２科目目の科目と捉えるべきで、文型受験のメイン科目とはならないと考えておこう。

因みに、「政経」も基本的には同じである。 

 

公  民     公共は中学３年で履修した「公民」を発展させた科目であり、２年次には文理問わず全員必修となって

います。２年次の１年間で「公共」に触れ、「ぜひ受験科目として公民を学びたい！」と思えば、３年次

「公民研究・政経」を履修してもらえればと思います。ただし、国公立大学２次試験や私立大学で公民

科目を設定していない大学があるので、原則、共通テスト２科目目の科目と考えておくこと。 
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＜理科＞ 

物  理   理工系・医療系の学部・学科の多くが入試科目に設定している科目です。例年，理型生徒の多くが共

通テストは物理・化学で受験しています。ただし、数学と並んで理解と習得には多くの時間と努力が必要

とされます。理型選択者で，数学・物理の学力がないと進路選択の幅がなくなります。 

   さらに，来年から理科のもう１科目化学がスタートします。数学に追われながら，理科２科目を仕上げて

いく２年間になるでしょう。 選択に際しては，自分自身の進路目標をしっかりと定め，受験科目を調査し

最後まで諦めない強い意志を持って選択してください。 

 

生  物   毎年，理系で生物を選択するのは少数です。工学部志望者，（大学によっては）医学部医学科志望者，薬

学部志望者は，入試科目に必須で物理があるため，生物選択では受験できません。 

以下にあてはまる人はぜひ生物を選択して下さい。 

 ・生物学が好きで，大学入学後も専門的に生物学を学びたい人  ・医学部看護学科志望者 

 ・長い問題文をきちんと読める人  ・（計算力よりも）文章記述力に自信がある人 

 

化  学   理型  ２年次５単位（化学基礎２＋化学３単位）必ず履修、 ３年次 ４単位（化学）必ず履修 

        文型   ２年次２単位（化学基礎）必ず履修、  

３年次２単位(化学研究)必ず履修 ＋ 生物研究２単位 or物理研究２単位を必ず履修 

      ・理型を目指す生徒へ 

       化学は主に理論化学、無機化学、有機化学の３分野です。教科書６５０ページ（化学基礎２００＋化学４５０） 

       のうち、半分が理論化学（主に計算）で、残りの半分が無機化学と有機化学(主に知識)です。中学校で学ん

だ化学をさらに深める内容ですが、物理学的な視点も必要になります。理型の学部では共通テストはもちろ

ん、二次試験でも理科(基礎がつかない科目)を２科目課す大学が多いので、２年次以降は化学＋選択した

物理 or生物の日々の予習・復習に取り組む覚悟が必要です。 

 

      ・文型を目指す生徒へ 

      国公立大学の文型学部では共通テストで理科（基礎がつく科目）を２科目課す大学が多いので、文型で理 

科は大切です。３年次には、化学研究は必ず履修＋生物研究 or物理研究の選択になり、必ず履修です。 

       殆どの生徒は生物研究を選択しますが、物理基礎が得意な生徒は物理研究を選択できます(物理研究の希 

望人数が少ない場合は物理研究が開講されないこともあります)。 
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○進路指導部より 

○進研模試７月 結果分析(全国偏差値) 

 ２０２３年 

現１学年 

２０２２年度 

現２学年 

２０２１年度 

現３学年 

２０２０年度 ２０１９年度 

国数英総合 ５９．２ ５８．９ ５９．２ ５８．２ ５７．５ 

国語 ５４．２ ５７．２ ５６．３ ５５．３ ５５．７ 

数学 ６１．１ ５８．７ ５９．０ ５８．０ ５６．０ 

英語 ５７．９ ５６．６ ５８．１ ５７．４ ５７．６ 

 

○全統記述模試８月 結果分析(全国偏差値) 

 ２０２３年 

現１学年 

２０２２年度 

現２学年 

２０２１年度 

現３学年 

２０２０年度 

国数英総合 ５５．０ ５４．０ ５６．６ ５４．７ 

国語 ５２．５ ５３．３ ５６．７ ５３．０ 

数学 ５８．７ ５６．２ ５７．３ ５６．５ 

英語 ５３．６ ５２．４ ５５．８ ５４．６ 

 

 7月に行われた進研模試と、8月に行われた全統記

述模試の結果を載せました。この結果を見ると、各科

目ともに過年度と比べて大きな差はなく 2 学期をス

タートする事ができました。しかしその反面、学年後

半に入り学習に対する意欲に大きな差が生まれてい

る事も事実です。それが結果となって出てくるのが

11月や 1月の模試だと考えてください。 

 学年集会の際に模試の振り返りを行うのですが、

その時に毎回話題になるのが「国・数・英の 3 教科

をバランスよく伸ばす」ということです。残念ながら

3 教科とも同程度に得意という生徒はほとんどいま

せん。例えば進研模試において、数学は偏差値 70以

上だが、英語は偏差値 50前後という生徒は決して少

なくありません。もちろん人によって得意・不得意は

あって当然だと思っています。しかし、あまりにもバ

ランスの悪い成績の取り方をしていると、3年生にな

った時に【成績が伸び悩む原因】になります。もっと

言えば、3年生になると受験勉強に対して、自信や意

欲を持続させていく事が本当に大変で、どうしても

マイナス思考になりがちです。そうなると自分の不

得意に感じている科目は中々手がつかなくなってく

るのが一般的です。つまり 3 年生になっても、学習

時間は 6 時間以上確保しているが、中身を見ると数

学が 3時間、理科が 3時間に対して、英語は 30分以

下というバランスの悪い学習が継続されてしまい、最

後まで成績を伸ばせずに受験本番を迎えてしまうケ

ースも珍しくありません。さらに大学受験において、

仮に合格点が 6割（180/300点）の入試だとした時に

数学 90点、理科 70点、英語 20点で合格しようと戦

略を立てている受験生は危険です。科目の難易度は

毎年変わるものです。数学 60点、理科 60点、英語

60点を取れる学習をしていきましょう。つまり、す

べての教科で平均的に点数を取るという戦略が一番

の合格の近道だと考えてください。 

 逆に言うと、国数英に対して集中的に勉強出来る

のは１、2年生の間だけだと考えてください。3年生

になれば、理系は理科、文系は社会に多く勉強時間を

割かれます。是非とも１、2年生の間は、国数英の成

績をバランス良く伸ばすことを最大の課題にしてく

ださい。 

 11 月、1 月にはまた進研模試が行われます。自分

自身の苦手科目としっかりと向き合い、大きく飛躍

してくれる事を願っています。 
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○全統記述模試 第一志望校(国公立大学) 

大学名 人数 大学名 人数 

北海道大学 ６人 信州大学 2 人 

東北大学 69人 富山大学 2 人 

筑波大学 33人 金沢大学 2 人 

宇都宮大学 １人 静岡大学 1 人 

群馬大学 43人 名古屋大学 3 人 

埼玉大学 13人 京都大学 7 人 

千葉大学 11人 京都工芸繊維大学 1 人 

東京海洋大学 1 人 大阪大学 4 人 

東京大学 15人 九州大学 2 人 

東京外国語大学 2 人 鹿屋体育大学 1 人 

東京学芸大学 4 人 東京都立大学 5 人 

東京工業大学 7 人 都留文科大学 1 人 

一橋大学 5 人 埼玉県立大学 2 人 

電気通信大学 1 人 横浜市立大学 1 人 

横浜国立大学 18人 京都府立大学 1 人 

新潟大学 2 人 大阪公立大学 1 人 

 

○希望学部 

文系 理系 

経済・経営 27 人 理学 54 人 

教育 24 人 工学 44 人 

法学 15 人 薬学 17 人 

人文 11 人 医学(医学科) 15 人 

国際 8 人 医学(医以外) 6 人 

情報 7 人 情報 10 人 

商 2 人 海洋 1 人 

体育 3 人   

 

8月に行われた全統記述模試のデータを元に、1学

年の生徒の希望大学・学部をまとめました。志望大学

では東北大学の希望者が多く、7月に東北大学オープ

ンキャンパスツアーを行ったことが希望者を急増さ

せた要因だと思われます。さらに旧帝大（東大・京

大・大阪・名古屋・東北・北海道・九州、）をはじめ

とする難関大を希望する生徒が多くいることは頼も

しい限りだと感じています。 

また、夏休み等を利用してオープンキャンパスに

参加し、普段は中々見ることの出来ない大学の雰囲

気を肌で感じてきたことで、大学に対する憧れや学

習へのモチベーションに繋がってきている事を生徒

との面談を通じて感じます。11 月には大学訪問も行

われます。こういった機会を有意義に活用して欲し

いと思っています。まだ1年生段階での希望なので、

ここから多くの変遷があると思われますが、1年生の

早い段階から高い目標を設定する（現段階で第一志

望校の判定が A又 Bならば志望校のレベルを上げる）

とともに、将来に対して少しでも具体的なビジョン

(大学・学部・職業)を持って勉強を取り組むか否か

で、来年度以降の勉強に対する取り組み方がまった

く変わってくると思います。 

最後に、「やらされる勉強」をいつ脱却し「追い求め

る学び」ができるかがポイントです。勉強が、学校から

出される課題のみになっていては「やらされる勉強」

のままです。今の自分には何が足りないかを自分自

身で考え、行動する。そして常に追い求める姿勢忘れ

ずに高校生活を送ってもらいたいと思っています。 
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○生徒指導部より 

＜校内でのスマートフォンの取り扱いについて＞ 

  本校ではスマートフォンについて、以下のような指導を行っています。 

    校内規定  

① 校内での使用は原則禁止。 

    ※校内に持ち込む場合には電源を切る。 

② 部活動時の使用については各部顧問の指示に従う。 

   

 本校でのスマホルールは以下のようになっております。 

    

 

 

 

 

 

 

＜頭髪について＞ 

  本校では以下のような基準で頭髪指導を行っています。 

    校内規定  

① 着色、脱色、パーマは禁止。 

② 髪の長さは目、耳、襟にかからない程度。 

③ 眉を極端に細く剃ったり、抜いたりしない。 

 

＜群馬県交通安全条例の改正に伴う取組について＞ 

  ① 自転車保険（加害）の加入 → 令和３年４月より義務化 

    ② 自転車乗車時のヘルメットの着用 → 令和 5年４月１日より道路交通法で努力義務化 

 

＜学校いじめ防止基本方針について＞ 

  生徒の心身の健全な発達を図り、生徒が安全に、安心して学校生活を送ることができるよう、学校全体でいじめ防止

のための適切な対策を講じ、状況により「学校いじめ対策組織」が速やかに対応することとしています。 

詳細は本校Webページに掲載してあります。 

 

本校の生徒指導に対するご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。何か不明な点等ありましたら学校までご連絡く

ださい。 

 群馬県立太田高等学校「私たちのスマホ利用ルール」 

  ・フィルタリングをかける 

  ・家庭内でルールをつくる（使用時間・料金等） 

  ・個人情報を公開せず、ネット上で知り合った人と会わない 

 


